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各位

　　　　　　　　　　　　　　財団法人

　　　　　　　　　　　　　　資生堂社会福祉事業財団

　第32回資生堂児童福祉海外研修報告書の送付について

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

日頃より、弊財団の事業につきまして格別のご高配を賜り厚く

お礼申し上げます。

この度平成18年度事業として実施いたしました、表記第32回

児童福祉海外研修の報告書が完成いたしましたのでお送り

いたします。

ご一読を賜り、ご参考に供していただければ幸甚に存じます。

敬具
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実施要綱
●　．　・◆・　．　．●　・●・●・　・　．　・…　　　　●　●　■●　●●　●　●　●　■　■舎　●　●　■　●　■●　●　■　●　●　●　●　■　■　●●　●　●　●　■　■　■　●●●　■　■●　●　●　■　●　■　■　■　■　●　●　●　●　●　■　●　●　●

1．目的 児童福祉施設の中堅職員を対象に、福祉先進国の福祉情報、専門知識、処遇技術、

施設の運営形態などの研修に加え、広く訪問国における人々との交流を通して、参加者

の幅広い人間形成と資質の向上を図り、将来の児童福祉界を担う人材の育成を目ざす，

2．主催 財団法人　資生堂社会福祉事業財団

3．後援 厚生労働省、全国社会福祉協議会

4．研修テーマ 「愛着の絆～その結び方と修復について」及び虐待予防策「オレゴンヘルシースタート

プログラム」の研修

5．主な研修内容　（1）愛着治療・訓練所における修復を目的とした愛着療法技術研修

　　　　　　　　　　・講義　反応性愛着障がいと癒しの親業について

　　　　　　　　　　・演習　愛着障がいのアセスメントの技術、愛着を深めるコミュニケーション法、

　　　　　　　　　　　　　　人生脚本の書き方、養育的抱擁過程、癒しの親業、ロールプレイ

　　　　　　　　　（2）オレゴン子どもと家庭協会における、

　　　　　　　　　　・「ヘルシースタート」のための各種プログラムの研修

　　　　　　　　　　・「ヘルシースタート」プログラムを実践している家族支援ワーカーについて家庭訪問

　　　　　　　　　　・被虐待児を癒す緊急保育所の見学等

6．研修先 アメリカ西部地区（コロラド州’オレゴン州）

7．実施期間 2006年9月23日（土）～10月7日（土）（15日間）

8．推薦要件 （1）過去に他財団、団体の主催する同種の海外研修に参加していない者。

（2）職務経験年数が5年以上で原則として年齢が45歳以下の者（2006・4－1現在）。

（3）日常児童の処遇に真剣に携わり、本テーマによる研修について高い関心を持ち、

　強い意欲と責任感のある者。

（4）心身ともに健康で長期にわたって児童福祉に貢献できる者。

9．選考方法 全国児童養護施設協議会、全国乳児福祉協議会、全国母子生活支援施設協議会、

全国児童自立支援施設協議会、全国情緒障害児短期治療施設協議会、全国児童家庭

支援センターなど関連団体の推薦にもとづき、資生堂児童福祉海外研修選考委員会の

審査により決定する。

10．研修報告書の作成及び発表

　　　　　　　　　（1）研修団は、2007年3月末までに報告書を作成する。

　　　　　　　　　（2）各施設協議会などが主催する研修会などにおいて、研修結果の報告を行う。
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・●●■■●●●■●●●●◆■●■●●●●●■●●●●●●●●■●●●●●●■■■■■■●●●●●●●●●．・．◆．●…　　　．．．・．・．・．…　　　．・

全国児童養護施設協議会

会長　加賀美　尤祥

本年も財団法人資生堂社会福祉事業財団が主催

する「第32回資生堂児童福祉海外研修」に児童養

護施設をはじめ児童福祉施設の職員、団長他12名

が研修生として参加し、アメリカ西部地区（コロラ

ド州、オレゴン州）において貴重な学びの機会を

得られたことに、心より厚くお礼申し上げます。

我が国の家庭内虐待問題は、平成17年度児童相

談所への虐待通告相談件数と市町村福祉事務所

扱いを合わせて7万件を超える数に達し、ますま

す深刻化の様相を呈しています。

それに伴って、児童養護施設の満床状態や入所児

童の抱える発達課題の重篤化が進み、多くの施設

養護の場は正に混乱し、混迷状態にあります。と

りわけ、家庭における養育不全を幼少期から重ね、

愛着関係に問題を持つ子どもの占める割合が急増

し、中には深刻な反応性愛着障がいに至り、逸脱

不適応行動をくり返す子ども、また行動障がいに

発展する子ども等の入所が増加してきております。

こうした現状の中、平成18年度の当研修プログラ

ムは、「愛着の絆～その結び方と修復について」と

題してコーディネーターにその道の優れた実践家で

あり研究者であるヘネシー澄子先生をお迎えし、

愛着障がいの子どもへのアタッチメント訓練や治療

に多くの実績を重ねてきているオレゴン州、エパ

グリーン心理治療センター他において、講義とワー

クショップ形式による実践的内容で研修生の募集

が行われました。

その結果は、従前をはるかに上回る応募があり研

修候補者の選考に大変苦慮する状態でありまし

た。これは、現在の施設養護の場の混乱、混迷、

苦悩の実態を如実にあらわすものだといえます。

そうした意昧で、今回の研修報告書には衆目が寄

せられるものであり、かつ施設現場の実践にとっ

ても貴重な資料となることが期待されます。加え

て今回参加した研修生には、自身の施設はもとよ

り地域の施設機関職員へもその成果がフィードバ

ックされ、もって地域の子ども福祉の向上に寄与

されることを切に願うものです。

最後に、当財団の優れた研修プログラムの企画実

践から報告書の作成に至るまでお世話いただきま

した資生堂社会福祉事業財団の皆さまに改めて深

甚なる感謝の意を表し、ご挨拶とさせていただき

ます。
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団員紹介

【愛知刷

団長

八楽児童寮施股長

太田　一平

＝＝　＝＝＝：

【宮城県】

児童養護施股

旭が丘学薗
児童指導員

菅原　竜喜

陳京都）

児童養護施設

東京恵明学園児童部
児童指導員

岩田　直之

【神奈川県】

児童養護施設

旭児童ホーム
臨床心理士

内海　新祐

仙梨県】

児童養黄施設

山梨立正光生■

保育士

秦　弘美

【長野則

児童芸唐施般
慈恵園

保育士

下井　沙織

【兵庫県】

児童養護施設

三光塾
児童指導員

瀧野　真継

1三重県】

乳児院

エスペランス四B市
児童指導員

真野　智弘

【京都府】

母子生活支援施設

野菊荘
母子支援員

佐々木絢子
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陵媛県】

児童自立支援施設

愛媛県立えひめ学園
児童自立支援専門員

宮内　千穂

【大阪府】

慎緒障害児短期治療施設

あゆみの丘
児童指導員

田村　薫

【群馬刷

児童家庭支援センター

児童家庭支援ホーム希望館
相談員

大谷　純子

【高知則

児童家庭支援センター
びゃくれん

児童指導員

篠原　志津

【東京都】

事務局

資生堂社会福祉事業財団

山下　茂喜

1東京都】

事務局

資生堂社会福祉事業財団

高橋　敦子
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団長報告

児童養護施設八楽児童寮

施設長太田　一平

第32回資生堂児童福祉海外研修は、9月23日から10

月7日までアメリカのコロラド州エバグリーンとオレ

ゴン州セーレムにて、「愛着の絆、その結び方と修復

について及びオレゴンヘルシースタートの研修」とい

うテーマで行われました。今回は、全国の児童養護

施設、乳児院、児童自立支援施設、情緒障害児短期

治療施設、母子生活支援施設、児童家庭支援センタ

ーから選抜された若き団員12名が参加し、資生堂児

童福祉海外研修では初めての試みとして、養育者や

施設職員と傷ついた子どもの愛着をどのように結び

直すのかといった修復技術習得を主眼においた研

修となりました。またオレゴン州で実施されている

ヘルシースタートプログラムの研修を通じて親指導

の大切さやアメリカ児童福祉の現状把握等、輻広く

見聞を深めることができました。このような機会を与

えてくださった資生堂社会福祉事業財団、厚生労働

省、全国児童養護施設協議会とそして、このすばら

しいプログラムを綿密に計画しご支援下さったヘネ

シー澄子ご夫妻に心よりお礼を申し上げます。

我々が訪れたアタッチメント治療・訓練所（Attachment

Treatment　and　Training　lnstitute）では、愛着療法と

家族療法を統合させた修復的愛着療法が、虐待を

受けた子どもたちのケアと新たな親子関係の構築に

向けた援助として大きな効果をもたらしており、その

治療過程をつぶさにみることができました。この愛

着療法は、ホールディングやサイコドラマ、ロールプレ

イングといったさまざまな技法が用いられており、ま

た、熊のぬいぐるみ（小さい頃の自分）をメタファー

として使うインナーチャイルドという優れた技法で

は、参加した多くの団員が人目もはばからずに嶋咽

しながら過去の自分と対話する場面がみられ、その

効果と技術の高さを目の当たりにしました。

脳を科学する

今回の研修期間中ヘネシー澄子先生から、脳につい

ての特別講義を受け、その中で人間は、生まれた時

はヒトとして一番無力な状態で産まれてくるが、その

脳が成熟し終わるのが、女性で20歳、男性で22歳で

あり、脳が成熟して巣立ちができる頃になると、人

間が作った複雑な社会生活に適応できる十分な力

を持った、発達した脳となって巣立っていけるのだ

という講義を受けました。日本の児童福祉法の児童

の定義では18歳までを児童としていますが、日本の

制度は、この段階ではまだ未熟であるにもかかわら

ず社会自立を求めていることになります。科学的な

根拠に基づくヒトの成長過程と制度との間に大きな

乖離があることを痛感しました。

政策を行政が買う

また、オレゴン州の「ヘルシースタート（健康な出発）」

のプログラム開発は、民間団体によって行われてい

ます。そのプログラムを認証する機関があり、そこで

承認されたプログラムと訓練を受けたスタッフによ

って民間工一ジェンシーがプログラムを実施するシス

テムでありました。行政は、それに対する予算化と

評価を行うだけで、まさに政策を行政が買うシステム

です。日本でも地方分権化が進む中、今後プログラ

ム開発やそれを認証する機関といった専門機関が

必要になってくるであろうと思われます。こうしたシ

ステムによって施設のアカンタビリティー（説明責任）

が向上し、職員の専門性の向上につながりることを

期待すると共に、何より政策の弾力化を生む効果

が期待されますL．

さいごに

愛着障がいの修復技術と、虐待・放置を半減させた

オレゴンヘルシースタートプログラムの家族支援技術

や癒しの親業などは、わが国において増え続ける児

童虐待の「予防から修復へ」のプロセスに一石を投

じるものであり、近い将来日本の児童養護施設の実

践に組み込まれる日もそう遠くないことを信じてやみ

ません。そして、最後になりましたが、常に団員一人

ひとりのことを気遣ってくださいました資生堂社会福

祉事業財団の山下茂喜事務局長と高橋敦子さんに、

団員一同心より感謝申し上げる次第です。

5



事務局報告

財団法人資生堂社会福祉事業財団

事務局長　山下　茂喜

4年ぷりとなるアメリカでの海外研修となりました。すでに

ご案内の通り、資生堂海外研修の目的は福祉先進国の福

祉情報、専門知識、処遇技術、施設の運営形態などを研

修し、将来日本の児童福祉に役立てていくことと、将来

日本の児童福祉を牽引する人材の育成にあります。その

ため従来は見聞を広めることを主眼に研修してまいりま

したが、かねてから研修後すぐに活用できる処遇技術の

習得を要望する声も一方ではありました。そこで、今回

初めての試みとして訪問先を限定し、じっくり専門技術が

研修できる形態としコロラド州エバグリーン市にある愛

着治療・訓練所における「愛着治療」に関する5日間の研

修、またオレゴン州セーレム市で推進されている、虐

待・放置予防策である「オレゴンヘルシースタート」につ

いて研修してまいりました。

虐待等で対応が難しい子どもたちと日々現場で苦闘して

いる団員にとって、彼らへの適切な対応方法を習得する

ことは切実な願いでもあるため、今回の研修に対する期

待の大きさがひしひしと惑じられた2週間でした。

一方、前回、前々回の研修でも感じていたことですがア

メリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドいずれの

地域においても、児童福祉の推進にあたっては事実の蓄

積、科学的根拠に基づいた実績をもとに活動しているこ

ともあり、研修をご担当いただいた講師、家庭訪問等で

現場指導をしてくださったソーシャルワーカーの皆さまか

らの高い専門性に裏打ちされた対応が理解しやすく、彼

らが自信にあふれているのが印象的でした。その結果、

初期の目的を果たせ、また研修中大きな問題もなく帰国

出来、事務局としてホッとしているところです。

さて、研修内容の詳細は後述する団員報告にお任せいた

しますが事務局として印象に残った点についていくつか

ご報告いたします。

1．脳の仕組みを理解する

脳という言葉は理解できても、それが人間の成長にどん

な関係があり、また児童虐待の予防や被虐待児の治療と

どう関係しているのか等あまり考えたことはありませんで

した。自らの子育てにおいても親から教えてもらったり、

周囲からのアドバイスや自分の生きてきた経験等をもと

に、まさに手探りの状態で対応してきた惑じがします。そ

のため、何かあった場合、ともすると自分の都合のみで

接したケースもありました。核家族化・少子化時代のいま、

育児不安やイライラで精神的に不安定な子育て経験の少

ない親たちがちょっとしたことで虐待に走ってしまう現実

をみると、子どもの発達段階を、脳の仕組みを理解する

という科学的な面から子どもを理解していたならばもっ

と楽な気分で、また説得性のある子育てが出来るような

気がいたします。児童福祉施設の職員（一部専門職を除

く）においても脳の仕組みを理解するという視点はほと

んどないと聞いております。今回の研修で脳の仕組みに

ついて大きな気づきをさせていただきました。

2．児童福祉におけるビジネス感度

「愛着治療訓練所」「オレゴンヘルシースタート」を抵当す

るNPO法人を含め、福祉先進国の児童福祉はほとんど

の場合民間団体が推進しています。行政は民間団体から

提案された計画をもとに、予算配分と、計画が予定通り

進行しているのかをチェックすることが役割です。まさに

役割分組と権限委譲をつうじて効果的で効率的な児童福

祉の実現を目指しているのです。これは日本の児童福祉

の推進方法とは大きな相違があり、今後大いに参考にな

るものと思われます。実務を担当する民間団体には当然

他団体に優るビジネス感度が求められることになり、的

確な顧客ニーズの把握、技術が伴った高度な専門性、コ

ストバフォーマンスの優秀性が求められます。さらには地

域の社会資源を活用（統率）するリーダーシップも求めら

れます。もちろん文化的背景、社会の成熟度の違い、困

っている児童や家族を現実的にどこまでサポートするのか

等を考慮すると全てが優れているとはいえないものの、費

用対効果の考え方は避けて通れないテーマであります。

3．日本での新しい試みを願う

エバグリーン市にある愛着治療・訓練所のような施設は

日本には現在ないとのことです、各種児童福祉施設に入

所してくる児童の60％以上が虐待を受け精神的に不安定

であり、また虐待する親の多くも精神的諌題を抱えてい

る状況を考えると、こうした課題に日々直面している児童

福祉施設職員の専門性の向上は喫緊の課題であります。

家族再統合を目指すためには、またそれが不可能であれ

ば親代わりとして養育活動をするためにも、こうした施設

を設置し、職員の専門性の向上を促し人材育成を推進し

てゆくことが早急に望まれます。こうした課題は一団体で

出来るものではないため、なんとか国政レベルでの大き

な決断を期待する次第です。

最後になりましたが今回の研修をコーディネートいただ

き、現地では講師、通訳、ガ1ドとご活躍いただきました

ヘネシー澄子先生ご夫妻、研修を成功裏にリードしてい

ただきました太田団長、団員を快く送り出していただきま

した施設の皆さまはじめ．今回の研修を支援いただきま

した全ての皆さまに心から感謝申し上げます。
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研修スケジュール

一

月／日（曜） 時　間 日程と研修概要

13：00 集合

†5：30 東京（成田）発　　NW　OO8 （機中泊）

日付変更線吟．．．． ・…’．・，．・，．．，’．，÷，，÷，÷’．．・，，，，．・・・・・…．．，・計．・

9／23（土） 8：10 シアトル着（入国審査）

”：43 シアトル発　　AS　542
‘

15：14 デンバー着

‘

16：30

18：00

ホテルチェックイン（ラジソンホテルデンバーサウスイースト）

オリエンテーションを兼ねてヘネシー氏宅で夕食

9／24（日） 9：00 デンバー市内視察

「修復的愛着療法」研修

（於：コロラド州エバグリーン市　愛着治療・訓練所（A1Tl）

9／25（月） 9100 　　　　．・・．・．・・・・・・…吟．…．・吟，吟．・．・・．・．工吟・．．・．吟吟．．

1日目
．．．．吟．．吟

‘ ●自己紹介と座談会

L

（研修目的の確認・日本における児童福祉現場の確認）

9：00 2日目

●愛着の基礎理論と研究（アセスメントについて）

9／26（火）
・ HTP（家・木・人）

・ SCT（文章完成法｝

・ ライフスクリプト（人生脚本｝

・ ケース研究1

9：00 3日目

9／27（水）
●愛着治療（癒しの過程）

　・ケース研究2
・ 癒しの親業（基礎概念とその方法）

9：00 4日目

9／28（木） ●愛着治療

・ケース研究3

・ACT（愛着を深めるコミュニケーション訓練）他

9：00 5日目

●愛着治療

9／29（金）
・ 養育的抱擁の演習他

・まとめ

‘ ●講師を囲んでの懇親サヨナラパーティー

（デンバー泊・ラジソンホテルデンバーサウスイースト）
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月／日（曜） 時　間 日程と研修概要

8：30 デンバー空港へ移動

1 10：53 デンバー発　　AS　507

9／30（土）
12：32 オレゴン州　ポートランド着

（ポートランド泊・コートヤードバイマリオットポートランドロイドセンター）

‘

14：00 自由時間

8：30 ポートランド市内視察後セーレム市へ移動
10／1（日）

16：30 セーレム市着（フェニックスインサウスセーレム）

　　　　　　　　‘
‘

オレゴン州「ヘルシースタート（健康な出発）」研修

．，・・　　　　　　　　　　　●　　　　　エ　　　　㎡．．．・・　　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　．吟　　吟吟．吟工吟　　　．・・，，・．吟，，　　・．，　　　，・㊨，　・，・．・

9：00 1日目

10／2（月） ●愛着の絆　なぜそれが必要か
・ 人間の脳について

‘

・演習　脳神経の発達回路について

・ オレゴン州における子どもと家族への支援

・施設見学

．
9：00 2日目

　
1
0
／
3
（
火
）
‘

●ヘルシースタートプログラムの研修

　・ようこそ赤ちゃん訪問とふるい分けの方法（ロールプレイ研修）

・ ファミリーソーシャルワーカーとの家庭訪問

1
9：00 3日目

‘10／4（水） ●行政説明　オレゴン州の児童福祉について

●講義　　　親業を楽しむ

8：30 ポートランド市へ移動・市内視察

‘10／5（木）
16：00

18：00

ホテルチェックイン

さよならパーティー
‘

（ポートランド泊・コートヤードバイマリオットポートランドロイドセンター）

9：00 ホテル発

13：55 ポートランド発　　NW　OO5　　　　　　　　　　　（機中泊）

・…・ 日付変更線一…・・…　一・’＿　　・＿　．．
10／6（金）

…

‘ 16：55 東京（成田）着

17：30 解散
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訪問先紹介
・　●…　　　　●・　・　．　．　．　・　．　・・　■●　●　●　●　●　●●　●◆　●　●　■　■　●　■　●　●　■●　●　■　●　●　●●　●●　■●　■◆■●　●●■　●　■　●　■　●　●　■　■　●

●オレゴン州の概要

アメリカ西海岸に而するオレゴン州は、人Ll360万

人、人1」の6．5％は5歳以ド、24．7％が18歳以．F．ま

た、女性人1．．1は人llの50．4％と報告されている

面積48．631km∵で、カスケード｜］1脈やコロンビア高

原などがある起伏にとんだ地形である　州境を分

けているコロンビア川はその昔、イン．ディアンたち

によリオレゴンと呼ばれていた、19．世紀に西部開

拓時代が始まると、オレゴンテリトリーと1呼ばれて

いた現在のオレゴン州を含む一・帯へ多くの開拓民

が移住した　1859年にオレゴンはアメリカ合衆国

の33番Uの州となる．

州都はセーレム市（Salem）州で最もkきな都市

は，その北に位置するポー1・ランド市である　愛称

は「パラの1邪市」と言われ、全米のアンケート調査

て．も住んでみたい都市としてL位にランクされて

いる町である．

また、オレゴン州は消費税が全くないため、生活

費が他の州に比べて低く抑えられることや環境保

護へのアブローチが盛んで、都市と自然との融合

が多くの人々から愛されている、．市内の丘にはア

メリカで最古の歴史を持つバラ園やオレゴン動物

園、チルドレンズミュージアムなどがあり、市民や

旅行者からも人気を集めている．ひとたび足を延

ばせぱオレゴンの美しい人自然があり、フットマウ

ンテンやコロンビア川渓谷などがある、

オレゴン州は高緯度にあるが、暖流の影響で年間

を逝して穏やかな気候である．ただし、山岳地帯

や高原、海岸など様々な自然環境により気候が異

なり大別すると、海岸地域は温暖で過ごしやすく、

カスケード山脈を越えた州東部地区は晴天が多く

乾燥した気候であるといえる。

、

N
×

、

＼
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■　■　●　■　●　◆　●　■　●　●　■　●　●　●　●　●　●　●　◆　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　■　●　●　●　●　●　●　●　●　・　●　．　・　・　●　●　・　●　・　．　．　●　・　．　●　●　・　◆　●　●　●　．

●コロラド州の概要

し
／
〉
プ
て

茸

．mSL．．4

アメリカ合衆国西部にある州、州の南北にはロッ

キー1｜1脈が貫いており、州全体の平均標高が全米

で・番高い山岳地帯の州である．州の東側部分は

1803年のルイジアナ買収のとき、西側部分は1848

年メキシコからの割譲によってアメリカ合衆国に編

人された．1859年のコロラドゴールドラッシュを経

て、採掘ブームが過ぎると多くの田rはゴーストタウ

ンとなったがデンバー地域に多くの移住者が集ま

り、1861fFのコロラド自治領の成立を経て1876年

にコロラド州が成立した．

州都及び州の最大都市はデンバーで、デンバーオ

ー ロラ都市圏にはコロラド州の人川の半分が居住

している．州全体の人［は約466万人で18歳以F

の人口は25．6％（120．万人）となっている．

経済面では2003fトの統／tr”1’であるが、1人当たりの

年間収入はS34．561（415万IIDで全米で8位にラン

クされている、従来牧畜を中心に農業で成長して

きたが現在は経済も多様化し、特に科学研究、ハ

イテク産業が集中している他、重要な金融センタ

ー ともなっている。

地理的にぱ’マイルハイシテf－’と呼ばれるように、

州都デンバーは標高1．600mのところにあり、近く

の町ポルダーはマラソン選手の高地トレーニングと

しても日本では有名になっている　また、’癒しの

地ttとしても有名で、高地で白然豊かなコロラド・

スブリングスは観光地としてはもちろん空気が澄ん

でいることから呼吸器官系統の病気の療養地とし

ても人気が高いtt年間’ド均の晴天日数は300［L

乎均湿度33％、コロラドスフリングスを訪れる観光

客は年闘600万人とのことである
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研修にあたっての団員の想い
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■●●●●●●●●●●●●■●●●●■■●●●．■●■●■●　■

1．愛着の治療に対する研修団の課題意識

愛着の障がいは、児童福祉施設に入所する児童の

過半数が抱える深刻なテーマである。私たちケア

をする職員は、愛着障がいを持つ子どもたちの養

育の難しさや、問題の深さに日々つまずき、この実

態をいやおうなしに感じている。いや、愛着の障

がいという認識がいまだなく、にっちもさっちもい

かなくなっている施設もあるのではないだろうか。

現在、日本ではいろいろな問題を持った子どもた

ちが児童福祉施設に入所しており、混沌としてい

る状態である。援助者側は、愛着の大切さを感じ

ながらも、職員体制や施設の構造など、人的、物

的問題も多く、そこにきちんとスポットを当てたケ

アができない。ただひたすら、日常業務をこなして

いくのに明け暮れている施設も珍しくないだろう。

一方、援助を受ける側は、親は親で疲れ果て、子

どもたちの方は愛情を受けられずストレスをため

ている。親子関係を再構築するはずの施設側のケ

アは、親と子、別々で進められており、親子の関係

が平行線のまま交わらない。親子の愛着そのもの

を取り扱う認識がまだまだうすく、また取り扱おう

にもその技術がないと言わざるを得ないのだ。

このような現状の中で、研修団員それぞれが、子

どもや親のニーズに対応できないもどかしさや、い

らだち、あせりを胸にしていた。私たちは皆、愛着

障がいの治療を導入し、定着させていくことが現

在の日本の児童福祉のもっとも大きな課題であると

考え、愛着に関する知識や技術を喉から手が出る

ほど知りたい、聞きたい、意見を交わしたい、学び

たいという思いでいっぱいであった。今、日本の

児童福祉の現状に持ち込めるものは何か。私たち

が今している実践の中で、やれていることはある

のか、あるならそれは何か。これからの新たな試

みとして何が必要なのか。

こういった課題意識をもちながら、私たちは今回

の研修を、人間の「愛着」に関する課題を徹底して

探るものにしたいと考えた。

2．私たちは具体的に何を学んで帰りたいか

（1）親への支援

現在の日本の児童福祉施設に入所・通所している

子どもにはほとんどの場合実親がいる。しかし、

実親はいるものの、子どもを落ち着いて育てる心

理的・経済的・物理的環境になく、子どもを育てる

上で必要な知識も乏しい。さらに、子どもを入所

させた時点でいっそう養育から心が離れてしまい

がちになるのが現状である。児童福祉施設の職員

は、子どもへの対応以上に親への対応に苦慮する

ことが多い。親をいかに孤立させず信頼関係を結

ぶか、子どもの乳幼児期の大切さを理解してもらう

か、いかに親を癒し、親が子どもを癒せるように親

を巻き込んで子どもを一緒に育てていくか、その

技術を学びたい。

（2）子どもへの支援

無断外泊、窃盗、暴力など、子どもの問題行動に

手を焼くことは多い。人間関係を作れず、施設を

出てから仕事も続かない子も多く、職員との関係

も切れてしまう。その背景に、職員と子どもとの愛

着関係がうまく作れないことがしばしばあり、しか

し、それに対するケアの技術は日本には乏しい。

職員がチームとしていかに子どもたちとかかわって

安心して生活できるように、癒しの環境を作ってい

けるか。そのような子どもにとっての癒しの環境づ

くりを学びたい。
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第1章
児童福祉の現状

東京福祉大学名誉教授　社会福祉学博士

クロスロード・フt一ソーシャルワーク社所長

　　　ヘネシー・澄子（コロラド州在住）

はじめに：

アメリカの児童福祉を紹介するに当たって、連邦政

府の2000年国勢調査とそれに基づいた予測、連邦

政府厚’k対人局児童家族部児童課（Department　of

Health　and　Human　Services，　Administration　of

Chlldren　and　Families，　Children’s　Bureau）から取

り寄せた最近の統計と、全米に跨る情報網を持つ

児童福祉リーグ（Child　Welfare　League）などの機

関の報告からアメリカの児童福祉の現状を調査し

た。ただ児童福祉に関するアメリカ連邦法を50州

がそれぞれ州法にするときに違いが生じること、

児童福祉サービスを州が直接担当するオレゴン・

ワシントン州等と、州が監督して実践を郡に任せ

るカリフtルニア・コロラド州等ではサービスやプ

ログラムがまちまちで、「アメIJカの現状」という全

体像を把握出来ないこととここに紹介する具体的

なプロク’ラムは、ある一部の州・郡、または私立児

童福祉機関で行っているもので、アメリカ全上で行

われているものではないことを読者にまずご承知

おき願いたい．．

歴史的背景：

アメリカの児童福祉は19世紀に教会や篤志家の団

体が孤児や貧者の救済を始めたのがきっかけで、

20世紀の初めにミシガン州などが子どもの居る未

亡人に年金を出すなど州独特のプログラムを築い

ていった。1935年に社会保障法が制定され、生活

保護や年金制度でf’ども達の最低基準の生活を

連邦政府が州と共同で保証するようになった。し

かし児童虐待・放置問題が児童福祉の対象となる

のはコロラド大学医学部の小兇科部長であったヘ

ンリー・ケンブ博士の「虐待された子どもたち」

（ユ962年）という本からで、当初は州や郡の児童福

祉課が虐待対策に当たっていた、児童虐待・放置

問題がアメリカ全土の社会問題として一貫した対

策が打ち出されたのは1974tiiで、連邦政府が「児

童虐待と治療法（The　Child　Abuse＆Treatment

Act）jを制定し、虐待の通報と実態調査を州に義

務付けた画期的な年であった、この法律が実施さ

れるには、各州が同様な法律を作成しなければな

らない，州の権限が強いアメリカでは、連邦法が

命じても、州がそれに伴う連邦政府からの資金を

辞退して、州法を作成することを拒否することがlii

来る．しかし児童虐待に関する法律にはそのよう

な自由は許されず、連邦法を全米一貫した「最低

基準」として州法を期限付で制定することが命じら

れている．現行の児竜福祉法は1997年に改定され

た「養子縁組と安全な家族法」で、児童福祉に歴

史的に力を入れているミネソタ・オレゴン・カリフ

ォルニア州などは連邦法よりもっと厳しい州法を

作っている．たとえば子どもを実親に返すか養子

縁組に出すかを決める「永続計画（Permanency

Plaロ）」は連邦法では12カ月以内に審理するとなっ

ているが、これらの州法では6歳以下の子どもの場

合6カ月以内に審理するように命じている．また実

親との再統合で、再度虐待されたf一どもの数が多

いというデータがここ10年一Lがってきていることか

ら、ほとんどの州が今では親子再統合計画と親権
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剥奪後の計画の二つを最初から作成する「平行計

画作り（Parallel　Planning）」を実行している。

最近の子どもと家族の状況：

10年毎に行われるアメリカ国勢調査によると2000

年度の全人口は281，421．906人で、予測によると

2006年10月17日に3億人を突破したという。2000年

から2005年までの全人口の増加は5．3％で、この原

稿で述べるオレゴン（6．4％）・カリフォルニア

（6．7％）・コロラド（8．4％）州ではそれより上回って

いる。これらの州はメキシコや中南米、アジア各

地からの移民が多く、また密入国者を入れると人

口はもっと膨らんでいると予測される。児童福祉

に関係ある統計をみると、18歳以下の人口はオレ

ゴンで23．7％（首都のあるマリオン郡は26．6％）、

コロラド25．6％（首都のあるデンバー郡は24．4％）、

カリフォルニア26．7％で、アメリカ全土の25．0％より

少し多い。カリフォルニアではスペイン語系を除

いた白人種は人口の44．5％（全米：67．4％）にすぎ

ず、これはテキサス州（49．8％）も同じで、移民の

現状が垣間見られる。スペイン語系人口の率がカ

リフォルニアで34．7％、オレゴン・マリオン郡で

20．3％、コロラド・デンバー郡で34．6％と全米の

14．1％よりずっと高く、また家庭で英語以外の言葉

を日常使っている人口が全米では17．9％に対して

カリフォルニアではなんと39．5％、オレゴン・マリ

オン郡では19．5％、コロラド・デンバー郡では27％

で児童福祉の実践に多大な影響を与えている。

アメリカにおける「貧困」の定義は一家の年収と家

族の人数によって決められ、2003年度では4人家

族の内2人が18歳以下の場合年収＄19，806（238万

円：1＄120円換算）以下、3人が18歳以下では年収

＄19，873（239万円）以下が貧困とみなされ、2003

年度に全米では12．5％が貧困層にあたり、これに

対してカリフォルニアは13．8％、オレゴン’マリオ

ン郡は14．1％、コロラド・デンバー郡は15．1％と上

回っている。貧困と放置が正比例するので、これ

らの州や郡が児童福祉に力を入れていることが理

解できる。

アメリカにおける児童虐待と放置の現状：

連邦法では18歳以下を児童とし、児童悪待遇

（Child　Maltreatment）のなかに虐待（Abuse）と放

置（Negle（t）を設定し、放置は親がなすべきことを

しないことで、生存のための基礎的ニーズにこた

えていないこと（食べ物をやらない、病気でも医者

にみせないなど｝を指し、虐待は親がしてはならな

いことをすることで、肉体的虐待、性的虐待、精神

的虐待に分けている。これが州法になるとさらに

細分化され、オレゴン州法では「児童悪待遇」のう

ち放置は、1）貧困で食物・衣類・医療・居住の場

所を子どもに与えられない場合、2）10歳未満の子

どもが一人で家に置かれている場合、3）“子ども

に危害が加えられやすい環境（’lhreat　of　Ham）－

DVのある環境，麻薬を作っている環境、子どもの

近くに性犯罪人がいる環境”一に置くこととし、ま

た虐待は、1）精神的・心理的虐待：子どもの起こ

す問題行動が「子の尊厳を傷つける」親の言動（た

とえば「お前はいらない子だったなど」）に起因す

る場合（児童臨床心理士か児童精神科医の診断が

必要）、2）肉体的虐待：痕がつくほど叩くこと、揺

さぶり症候群、宗教的理由での医療放置もこれに

該当する、3）性的虐待：①子どもの性器に触る、

もてあそぶ、性行為をするなど、②子どもに性行

為をさせて写真を撮る、ポルノの材料にする、子

どもに性を売らせてお金や麻薬をもらうなど、③性

行為を目的としなくても、有資格の養子縁組斡旋

団体を通さずに、見知らぬ人に子どもをあげたり

売ったりすることなどと克明に定義している。

児童虐待・放置の現状を把握するため連邦政府は

1990年から州政府に児童虐待と放置のデータの提

出を義務付け、コーネル大学に依頼して年間の統
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計報告を公表している。一番最近の2004年度の報

告書によると、その年にアメリカ全土で虐待の通報

を受け、児童保護サービス（Child　Protective

Service以後CPS）が調査した児童の数は延べ

3，503，000人で、そのうち872，000人が児童虐待・放

置の被害者であることが確認された。2001年には

1，000人の子どもの内、12．5人が被虐待児であった

が、この割合が2004年では11．9人と減っている。

確認された「児童悪待遇」の種類は放置62．4％、肉

体的虐待17．5％、性的虐待9．7％、精神的虐待

7．0％、医療的放置2．1％、その他（連邦法1こなく州

法の定義に含まれているもの）14．5％となってい

る。一人の子が一種類以上の「児童悪待遇」をうけ

ている場合も含まれる。初めて被虐待児となった

のが73．4％で、「悪待遇」を再体験した被虐待児は、

体験しなかった被虐待児に比べて再度「悪待遇」

を受ける可能性が84％も高く、障がいを持った被

虐待児は持たない被虐待児に比べて、「悪待遇」を

再体験する可能性が61％も高い。

「児童悪待遇」の通報は法律が通報を義務付けて

いる専門職（Mandated・Professionals）一教育関係

者、法律・警察関係者、社会福祉関係者、医療関

係者、精神保健関係者、児童保育関係者、里親な

ど一からが56％で、義務付けていない（Non－

Mandated）人たちからの通報は44％であった。

被害者の内訳を見ると女子5L7％、男子48．3％で

年齢別では被虐待児の10．3％が1歳以下で、0～3

歳1，000人iP　16．1人、　4～7Va13．4人、8～11歳10．9人、

12～15歳9．3人、16～17歳6．1人が虐待を受けてい

る。人種別ではアフリカ系アメリカ人1，000人中19．9

人、アメリカンインディアン17．6人、アラスカ原住民

15．5人、白人10．7人、スペイン語系10．4人である。

2004年度に「児童悪待遇」で死亡した子どもたちは

1，490人で、死因は放置のみ35．5％、複合的悪待遇

30．2％、肉体的虐待のみ28．3％、精神的虐待他

3．9％、医療的放置1．4％、性的虐待のみO．8％。年

齢別では4歳未満が81％でその半分以上（45％）が

i歳未満であった。児童10万人の内2人殺されてい

る割合で、このうち1歳未満の男子は同年齢の男

子10万人の内18人、女子は17人が死亡している。

虐待の加害者は女性58％男性42％で、児童との関

係をみると実親が78．5％、近親が6．5％、未婚の親

のパートナーが4．1％、友人・隣人が0．3％と子ども

に近しい人たちからの虐待が目立つ。実親の場合

性的虐待が3％で放置が63％であるが、友人・隣人

の場合性的虐待が75％で放置が10％と逆である。

CPSによる調査を受けた子どもたちの約30％が虐

待されたと証明され、ワシントン・オレゴン・アイダ

ホ・モンタナ・アリゾナ・ワイオミング州では被虐待

児の44．1％から60％が家庭外措置の処遇を受け、

それがカリフォルニア・ニューメキシコ・ネブラス

カ・ウィスコンシン州では29．1％から44％、コロラ

ド・テキサス州、その他は15．1％から29％となって

いる。全米統計では被虐待児の60％が家庭にとど

まり、対人サービス局（以前の社会福祉局）から何

らかのサービスを受けていて、障がい児の場合、

そのようなサービスを受ける比率が70％と高い。

2004年9月30日現在、里親宅でケアされていた児

童は518，000人で、このうち約半分が10歳以上で、

58％が少数民族、53％が男子であった。この統計

には養子縁組が成立した児童は含まれていない。

家庭外措置を受けた被虐待児の39％（201．960人）

が1年以内に家庭に復帰しており、28％（148．730

人）が3年以上家庭外措置にとどまり、48％

（246，650人）が家族再統合の目標を持ってケアを

うけている。ケア先は46％が有資格の里親宅、

23％が近親里親宅、19％がグループホームか治療

施設、5％が養子縁組を前提とした里親宅、2％は

監督を受けながら独立生活を送っている。

児童福祉の調査をするケーシー・ファーミリー・プ

ログラムスの分析によると①アフリカ系アメリカ人

の被虐待児は他の人種に比べてCPSの調査を受け
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る率が高い．2アフリカ系アメリカ人の子どもたち

は白人種に比べて4倍も家庭外措置を受ける率が

高い，③2種類またはそれ以上の混血の子どもた

ちは白人種に比べて56％も家庭外措置を受けや

すい，．④アメリカンインディアンとアラスカ原住民の

子どもは白人種に比べて3倍も家庭外措置を受け

ている。⑤有色人種の子どもたちは実親との再統

合がなされにくいなどが判明され、常に移民・難

民を受け入れ、多人種・多文化国家であるアメリカ

の児童福祉の複雑さがここに浮き出ている。

児童虐待・放置対策：

1974年に連邦政府が児童虐待・放置対策に乗り出

してから今年で32年になる．当初はまず虐待する

親から子を分離することが第一目標とされ、里親

宅に措置された子どもの数が1976年には10万人を

越したが、1980年には「養子縁組支援と児童福祉

法（The　Adoption　Assistance＆Child　Welfare

Act）」が施行されて親子再統合のプログラムにも

連邦政府と州の資金が投入されるようになった，

この法律の目的は子ども達に早く永続的な家庭生

活を営ませようとするもので、親子再統合を急が

せたため、家庭復帰した子ども達の再虐待が1990

年代には目立つようになり、1997年に改訂された

「養子縁組と安全な家族法（The　Adoption　and

Safe　Families　Act）」は永続的関係に入る子どもの

安全性を強調している，

先に紹介したChildren「s　Bureauが年々どのような

機関や施設に賞を与えるか調べると今連邦政府が

州や地方行政、そして私立の児童福祉施設に何を

期待するか良くわかる。2006年の受賞者達はほと

んどが養子縁組関係で、虐待する実親の親権剥奪

が成立して、養子縁組が出来る状態（フリーになっ

た状態）の子ども達が養子縁組を待って里親宅に

いる期間を短くしたことで、オハイオ州のリッチラ

ンド郡児童福祉課とカリフォルニァ州ロサンジェル

ス郡児童と家族課が賞を獲得した。リッチランド

郡は里親候補全員に養育里親と養子縁組里親の

二つの資格を同時に与え、委託された子ども達が

家庭復帰できないと分かった時点で、養育里親か

ら養子縁組里親に切り替えることができ、地域サ

ポートチームが子どもの委託直後からカウンセリン

グ、レスピットケア、緊急時の経済支援、夏の吉少

年プログラムなどを通して里親家庭・養子縁組家

庭の支援をしていること，ロサンジェルス郡は先に

紹介した「平行永続計画」を更に改正して、子ども

の家庭外措置が決められた時点で担当ワーカーが

永続性のアセスメントを行い、親権剥奪からできる

だけ早く養子縁組が成立するよう働くcこのプロ

グラムが実践された2005年には養子縁組成立の期

間が前年に比べて4．75カ月早くなったことが受賞

の理由であったc

その他のカテゴリーを見ると、「年長の子どもの養

子縁組促進」でペンシルヴァニア州養子縁組と永

続ネットワークが受賞している．、ペンシルヴァニア

州では毎年900人の子ども達が永続的な家族関係

を持たずに養育里親宅から措置解除されるので、
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2004年から9歳以上の子ども達の養子縁組成立に

州全体で力を入れ、その結果2005年には2003年に

比べて9歳以上の子ども達の養子縁組が18％（546

人に対して705人）も多く成立した。

2006年で目立つのは養子縁組後の支援をする団

体が受賞していることで、これまでは養子縁組成

立後のサポートに連邦政府や州政府は無頓着であ

ったのが、この年にはオレゴン養子縁組後リソー

スセンターとケーシー・ファーミリー・サービス・ニュ

ーハンプシャー支部他2機関が養子縁組後の家族

のサポートグループを各地に設定し、それを専門

職が指導・支援をしていることで受賞している。ま

た養子縁組後の家族の支援を企業のポランティア

プログラムにしているウィンスコンシン州のジョッキ

ー・ インターナショナル社とミズーリー州のKSDKIV・

5チャンネルが受賞しているのも興昧深い。

このように連邦政府は虐待が起きてからの児童福

祉にリーダーシップを発揮しているが、虐待・放置

を予防する活動は主に州や児童福祉を実践する

郡・市行政、または私立の機関に任されている。

1960年度に先に述べたケンプ博士が虐待の危険

度の高い母親を、子育ての終わったボランティア

を訓練して訪問させ、7B間24時間母親の支援の

求めに応じることで虐待と放置が予防できること

を実証した。このプログラムを1980年代に取り入

れ州全体で行ったのがハワイで、次に1994年にオ

レゴン州がハワイの試みを視察し、先ず州政府が

4つの郡に「ヘルシースタート」プログラムを実践し、

2002年までにそれを16の郡にまで広げて児童虐

待・放置を半減した。2003年からはプログラムを

オレゴン州全地域（36郡）で実施するため、州政府

は直接の実践を各郡の私立機関にゆだね、監督と

訓練に集中するようになった。2006年3月から4月

にかけて来日したカーレン・ヴァン・タッセル女史は

この州の「ヘルシースタート」プログラム部長であ

る。現在州行政はプログラムの75％の資金を各郡

に設けられた「児童と家庭の委員会」に与え、委員

会は選別した地域の実践機関と契約して、これに

州からの資金と残りの25％の資源を与える。この

25％は5％が現金で、後は地域の人たちの物質的

寄付で賄ってよいことになっている。実践機関の

ほとんどが税金控除のNPOのため、地域の人たち

や企業からの寄付を受けることが出来、公私の機

関が協力することで児童虐待・放置防止を地域に

住む人々全部の責任とし、社会問題意識を高揚し

ているが、非常に素晴しいプログラムを実践して

いる郡とそうでない郡と格差が出てくることがマイ

ナス面となっている。

オレゴン州と前後して「児童虐待予防（CAP）アメリ

カ」という団体が、1992年に「健康な家族アメリカ

（HFA）」というイニシャテイヴをかかげ、訪問サポ

ー トプログラムを全米に広げ、その質を向上する運

動を起こした。シカゴに本部を置く「健康な家族ア

メリカ（HFA）」は様々な研究文献から虐待予防の

ための家庭訪問に欠かせない12の原則を打ち出

し、それを基に1997年から乳幼児の家庭訪問プロ

グラムを認可することを始めた。現在250ものアメ

リカとカナダの公立・私立施設の家庭訪問プログ

ラムが認可されて、150余りが認可の過程に人って

いるという。HFAに認可を求める団体は先ず「会

員」になり、HFAからテクニカル・アシスタンスをう

ける。団体のスタッフはHFAで主催する様々な訓

練に参加し、他の団体と支援ネットワークを組む

ことが出来る。オレゴン州以外に同じように州全

体で「健康な家族」運動に取り組んだのがアリゾ

ナ州とニューヨーク州であるというが筆者はまだ

訪問の機会がない。2007年には「ヘルシースター

ト」を実施したい日本の行政の方々とシカゴのHFA

本部を訪れ、その後アリゾナ州とオレゴン州を視

察する研修旅行を企画している。
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第32回資生堂児童福祉海外研修団長

児童養護施設八楽児童寮施設長

　　　　　　　　　　　　　太田　一平

1．はじめに

日本の児童養護施設は、終戦当時12万3千人いた

といわれた戦災孤児の収容保護を大きな使命とし

ていた。以来日本の児童養護施設は、その時代の

要保護児童のニーズに応え、現代においても急増

する児童虐待から子ども達を保護する第一線の機

関として、その社会的使命を担っている，近年、

児童養護施設は子どもに危険を及ぼす親から子ど

もを守るために、さらにその保護度を強める傾向

にあるが、従前の「居住の場」だけではなく、傷つ

いた子どもの心をトリートメントする「癒しの場」、

「治療の場」となるべき要素が求められている。つ

まり施設ケアに求められる機能は、虐待等で居場

所を失った子どもが安全に暮らせる生きる場とし

ての機能に加え、虐待を受けた子どもが何らかの

情緒的な課題をトリートメントできる専門的な機能

が求められている．

2．ケアとなる生活を創造する

被虐待児は、家庭生活の中において親から傷つけ

られて施設入所となる、

施設入所する子どもの多くが見捨てられ不安（セ

バレートクラウナ）から怒りと不安と自己否定感を

抱え、感情コントロールの障がいとしてパニック、

自己破壊、爆発的な怒りを行動化することが多い。

こうした被虐待児へのケアには、心の回復（癒し）

と安定した対人関係の再構築が必要であり、その

ための環境作りが急務とされている。生活の中で

傷ついてきた子どもは生活の中で癒していかなけ

ればならない。環境は与えるだけのものではなく

子どもと養育者と相互の関係性の中でこそ大きな

ケア効果をもつのである，ケアの本質は関わりで

あり、子どもに近づかなければケアや治療は不可

能であるが、近づけば近づくほど養育者自身も傷

つくことになる．そこで養育者は、そうしたトラウマ

に巻き込まれないようにセラピューティックに意図

的にプロ意識を持って生活ケアに取り組む知識と

技術を学ぱなければならない。そうした意昧から

これからの施設養護のあり方として、行動心理学

等の科学的根拠に基づいたケアスキルを持った職

員によって、生活の中でケアするのではなく、ケア

となる生活を創造することが求められる。

今回我々が訪れた、アメリカのコロラド州エパグリ

ー ンATTIにおいて実践されている愛着療法と家

族療法を統合させた修復的愛着療法が、虐待を受

けた子どもたちへのケアと、新たな親子関係の構

築に向けた援助に対して大きな効果をもたらして

いる実践におおいに注Eすべきである。（具体的な

内容については、別章に委ねることとする。）

3．いまなぜ愛着問題が大切なのか

児童養護施設に入所する児童の多くが親からの虐

待を受けて入所に至っているケースが多く、最も

愛着を感じることができるはずの親との愛着関係

を上手く結べなかったことが愛着障がいになって

しまう原因であると考えられる．愛着とは長い時

間を共に過ごすことによってお互いを信頼し、成

り立つ関係である。しかし、幼い頃から親から虐

待を受け、親と離れ、施設で暮らすことを余儀な

くされた子どもにとって親との愛情関係を結ぶこ

18



とは難しい。こうしたことから、愛着障がい児への

ケァはもとより保護者へのカウンセリング等の親指

導が必要不可欠となっている。

愛情関係とはどうやって結ばれるものなのか、愛

着障がいとはどういった障がいなのか、また愛着

障がいを克服するためにはどういったケアが必要

なのだろうか。

4．愛着と愛着障がい

心理学用語としての愛着とはボウルビィによって作

られた概念で、「人間や動物が示す特定の対象や

物に対して形成する情緒的結びつきのことである」

と定義されている。愛着を抱いた対象の接近や接

触を求め、後追い行動、微笑、発声、泣き行動な

どを示す。子どもの愛着行動に母親が適切なマザ

リングで応じると母子間には安定した情緒的な関

係が成立し、基本的な人間関係の形成の基礎とな

る。愛着行動の形成は乳児のその後の知的、心身

の発達に影響を及ぼす。0～5歳までがこの愛情関

係を結ぶ最適な時期とされているc．

この愛着関係を正しく結ぶことができず、正しい

対人関係を結ぶことができない障がいがあり、こ

の障がいを愛着障がいと呼ぶ。愛着障がいとは、

正式には反応性愛着障がいと呼ばれ、社会福祉

士・臨床ソーシャルワーカーであるヘネシー・澄子

氏著書「子を愛せない母、母を拒否する子」には、

全米精神疾患診断統計マニュアルによると、「反応

性愛着障がい」とは、5歳未満に始まった、対人関

係の障がいであると記されている。

何らかの原因から「愛着の絆」が十分結べないと、

子どもの人格形成の大切な部分に障がいが起きる

とされている。

虐待を受けた児童は、その内容や頻度、年齢によ

り差はあるものの、対人関係を築くことが苦手であ

り、乱暴な言動やパニック、不自然な行動をとるな

ど心身にその後遺症ともいえる症状がみられる。

これら児童への対応としては、落ち着いた環境の

申で、個別の関わりにより、安心できる大人との

関係を築くことから始めなければならないが、現

行の児童養護施設では集団が大きく個別対応を行

うには限界がある。

その結果、入所した児童が安定した生活を取り戻

すまでには、かなりの時間を要しており、そこに至

るまでの間に様々な問題行動が表出される。児童

によるこれらの行動は、本来最も愛されるべき保

護者から攻撃され続けてきたことから起こる愛着

障がいであり、回復には心理的な治療や専門的な

関わりを一定期間続け、心の傷を癒す作業が必要

である。

また、児童だけでなく保護者も、強引な引取りを

要求するなど、経験豊富な職員でなければ対応が

困難で、職員と保護者の間でトラブルが絶えない。

職員は日々その対応に追われて、疲れ果て、早期

に退職してしまう現象（バーンアウト）も見られてお

り、その結果、児童にとっては再び新たな職員と

の関係を築いていかねばならず、こうした試し行

動が始まることで新人職員が振り回される悪循環

が繰り返されている。さらに職員配置数の絶対的

不足といったさまざまな要因が複合的に重なり合

い一部の施設では、施設ケアの崩壊もみられてい

る。アメリカの精神科医ベッテルハイムは、「愛だけ

では足りない、そこに必要なものは、それを伝え

る技術である」という言葉を残したが、今、まさに

我が国における児童養護施設では、専門的なスキ

ルの習得が急務とされている。

5．児童養護施設における愛着障がいの治療

施設における養育とは、ただ単に子どもの身辺の

世話そのものをいうのではない。養育とは、家族

や社会的環境の中で、愛情関係を作り上げ、また

長期的にわたってそれを作り変えることでもある、

親と子どもはお互いに喜怒哀楽を分かち合い、育
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ってきた過去のことがよくわかっており、意識的に

も無意識的にもお互いにいつもこのことを心にと

めて憶えているc子どもが主体性を確立させる時

の助けとなるのは、他の何物にもましてこの要素

なのである．

施設において子ども達の援助の基本は、職員との

新しい人間関係によって子ども自身が傷を癒すこ

とであり、子ども達が成長過程で失われてしまっ

た経験を、新しい人間関係によって再体験する過

程にある。「安心して生活できる」という実感を子

ども達に提供することがなにより重要なことであ

る。子ども達への援助として大切なことは、子ども

達が不安や喪失感に直面し、そこから自分で立ち

直ることを支えるような関わりであるL，不安を克服

するのは子ども達自身であり職員ではない。従っ

てケアとは関わることであり、職員が支える存在

になることにある。それが児童養護施設における

愛着障がいの治療的取り組みであろう．そのため

のプログラムとその担い手が必要なのであるe

ケアしていくヒでは、児童の最善の利益の実現を

基本とし、普通の家庭環境、普通の地域生活の中

で、児童の心を癒し、育て直していくことが大切で

ある。

6．おわりに

愛着障がいは対人関係の障がいである。対人関係

は社会で生活する中で必要不可欠なスキルであ

る。愛着障がいだった青年が連続殺入事件を起こ

したケースがあるなど障がいの影響は年を重ねる

につれて悪影響を及ぼす可能性がある。愛情関係

の結びなおしは早ければ早いほど結びやすく、愛

着障がいも治療しやすい。愛着障がいの治療は児

童福祉の大きな課題の一一つである。

私たちが、今回研修テーマとした、愛着理論はこ

れからの児童養護施設に重要な視点を提供してく

れた．」さらにはそのATrlでの臨床的展開である愛

着障がいの概念、愛着療法の観点は、ボウルビィ

らによる様々な愛着研究の臨床的適用であり、愛

着療法と家族療法を統合させた修復的愛着療法

が、虐待を受けた子どもたちへのケアと新たな親

子関係の構築に向けた援助に対して大きな効果を

もたらしている。
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第2章
脳の発達と愛着の絆

私たちは児童福祉に従事していて、子どもの脳

の発達ということについて、第一に取り．ヒげて

考えたことがあっただろうか、

現在、児童養護施設に入所してくる子ども達の

70％以上は、虐待か放置を受けてきている．そ

うした背景をもって育ってきた子どもには、行動

に特徴がある。意識的に大人を怒らせる態度を

示す、だれかれかまわずまとわりつく、激高しや

すい、理解力に乏しいなど、虐待の影響はいろ

いろな不適応行動や思考になって表れる、

これらは、「愛着障がい」一未発達な脳の表れだ

といわれている　「愛着障がい」は、遺伝ではな

く、胎児期から5歳までの脳の発達期に、母親や

それに代わる養育者との関わり方によって生じ

てゆくものである，よい関わりがあれば「愛着」

が築け、脳の発達を促進することができる，しか

し、虐待という不適切な関わりや、放置という

乏しい関わりでは、脳の発達を遅らせるばかり

か、異常をきたすような結果を与える，子どもた

ちの行動特徴を、脳の発達の障がいと結びつけ

るとき、虐待や放置が子どもにとってどれほど残

酷なことなのかを深く実感する，児童虐待や放

置は、あってはならないことである，

施設の職員は、このような特徴ある行動を示す

子どもたちに対し、感情的に叱りつけることは

せず冷静になってから話して聞かせるなど、効

果的な支援になるよう心がけてきた，そして、規

則的な生活のなかで衣食住の基本を、職員との

関係のなかで社会的スキルを身につけて欲しい

という願いをこめて働きかけてきた。そして、と

くに心理的に傷が深いと判断された子どもに

は、精神科での治療や心理療法を受ける機会も

与えてきた、

しかし、これらは虐待や放［が子どもたちにも

たらしてきた影響を、効果的に回復させるもの

だっただろうか．私たちは振り返る必要がある

だろう。

「愛着障がい」や脳の発遠に目をむけることによ

り、脳がどのような育ち方をしているか、これか

ら脳のどの部分に働きかけて癒したり、発達を

促進したりすればよいのかを知ることができる，

そして、子どもの将来に大きく影響する行動や

思考の正常化につなげる力強く具体的な方法を

得ることができるのである。

「こころが痛む」とは、心臓が痛むことだとおも

っていませんか？でも悲しみを感じ、血管を収

縮させ心臓に痛みを感じさせたり、喜びや優し

さ、思いやりを行動に移せたりできるのは脳が

命令しているからです。

（ヘネシー澄子著「気になる子理解できるケアで

きる」より）
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2．1脳の構成

（1）「三位一体の脳」

　人間の脳は、大きく分けて3つの部分、大脳・

　大脳辺縁系・脳幹で構成されているeこの3つ

　は一緒に活動するので、「三位一体の脳」とい

　われている，

　胎児のときに、まず発達するのが脳幹（brain

　stem）である。

　脳幹はr爬虫類の脳」といわれ、自律神経を通

　して呼吸、体温、心拍、血圧、飲食、排泄、睡

　眠、目覚めなど基本的、自動的な機能を司って

　いる。セロトニンやドーパミンなど脳内伝達物

　質の分泌を調整するのも、脳幹である。

　次に発達するのが、『感じる脳」といわれる大

　脳辺縁系（li皿bic　system）である。

　体外からの刺激（危険情報）を通すかどうかを

　判断する、門番役の視床、危険信号の役割を

　果たす扁桃体、記憶を作る海馬、右脳と左脳

　の情報の連結する脳梁があり、体外の情報を体

　内に伝え、危険を避けて生きる機能を果たす。

　最後に進化して人間で最も進化したのが、r考

　　える脳」といわれる大脳（cerebral　cortex）で

　　ある。

　胎児期の7カ月ごろには、大脳が中脳と脳幹ヒ

　部を覆い、少ししわや折り目ができてくる。9カ

　　月目には、このしわはより深くなり幾層にも畳

　　まれ、脳全体の80％をしめ、成人になるとこの

　　しわは、伸ばすと7倍にも広がり、新聞紙ほど

　　の大きさになる。この広さが、人閲を他の動物

　　と分けている所以である。大脳の機能は人類

　　共通だが．たたみ方などに個人差があり、二つ

　　として同じ脳はない．

（2）情報伝達の神経回路

　人間の脳を上から見ると、灰色の胡桃のような

　形をした左右1対の大脳があり、その下に、大

　脳辺縁系、脳幹があり「三位一体の脳jを形成

　している。

　そして、脳の表面には硬膜、その下にくも膜、

　さらにその下に3mmほどの薄い大脳新皮質と

　いう膜がある。

　大脳の中には、1，400億個のニューロン（脳神経

　細胞）が詰まっている。ニューロンは、体外から

　の刺激を受けると、反応して神経線維を伸ばし、

　同じように反応しているニューロンとシナプスと

　いう連結部をつくる，ユつのニューロンは、1個

　の神経線維が伸びているだけだが、ニューロン

　の先には、1．000本の惜報を受ける樹状突起が

　あり、いくつものシナプスを作ることができる。

　こうしてできた脳神経回路は、使うほど強化さ

　れるcさらに、神経線維が軸索という脂肪のか

　たまりに覆われて絶縁体となり、そこに電流が

　伝わることで、早く情報処理ができるようにな

　る。幼児が、同じ遊びを何度も何度も繰り返

　　しするのはまさにこれである。脳がシナプスを

　索軸に覆う作業をしているのだ、と捉えて接す

　ることが大切である。

　そして、使わない回路は消えていく、これを脳

　の可塑性というc

　人間は、こうしてできた脳神経回路で情報をや

　　りとりし、運動機能、認識、判断、感情のコント

　　ロールをしているt

●Pt＿，
　　　　　　　　1　　　’L　　　　　　　　　　　　　一

CIE＄e

●
・1●
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（3）右脳と左脳

　大脳は上から見ると、右脳と左脳に分かれる。

efUD　gv．　　　一　、

赤ちゃんのときに、まず発達するのが右脳である。

「感じる脳」といわれる大脳辺縁系につながって

おり、感情の情報を受け入れて、それに反応す

る行動を起こさせる。直感的な思考、映像や図

形の認識、芸術的な活動は右脳の機能である。

幼児が怒り、すぐ暴力を振うのは、怒りを言葉

で表現する左脳がまだ発達しておらず右脳だ

けで反応しているためである。対人関係に欠

かせない言語機能や、人の気持ちを表情から

読み取る共感能力は、左脳の働きである。右

脳より少し遅く、生後6カ月ごろから、周りの大

人たちと相互関係を築くことで発達していき、

理性的な判断、抽象的、論理的な思考を可能

にする。右脳と左脳は、脳梁という神経線維で

つながり、左右同時に機能することができる。

（4）大脳の4つの部屋の役割

　大脳は横から見ると、前頭連合野、頭頂連合

　野、左右の側頭連合野、後頭連合野という大

　きく分けて4つに分かれる。
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前頭連合野の前方は、前頭葉である。r脳の司

令塔」と呼ばれ、過去の記憶と照らし合わせて、

新しい物事を認知して決断、長期計画を立てる、

不適当な感情や行動を抑制する機能をもつ。

前頭葉は、思春期から青年期に大いに成長し、

大人の大きさになるのが女性で20歳、男性で

は22歳くらいである。この観点からいうと児童

福祉施設は、22歳まで入所可能とし、しっかり

と脳を成長させてから社会に送り出すことが

望ましい。

また、前頭連合野の後方は運動野で、運動神

経に命令を出すe

両耳あたりにあるのが側頭連合野である。視

覚、聴覚、嗅覚、記憶などを司る。人間は、胎

児のとき母の声や、心拍、血流の音などを聴き、

聴覚の脳神経回路を、発達させて誕生する。

頭の上部には、皮膚感覚や空間を把握する頭

頂連合野がある。ものの動きをとらえる働きを

する。

頭の後ろには、目で見たものを最初に認識す

る後頭連合野がある。



2．2脳の発達

（t）O～1歳

　出産した赤ちゃんの脳は大人の4分の3くらいの

　大きさである。シナプスの数は、大人が500兆

　に対して、赤ちゃんは50兆しかない。

　赤ちゃんの脳は、親や保育者との愛着関係か

　ら多くの刺激を受け、発達する。

　6歳までに大人の脳の90％の大きさになる。最

　近の研究で、遺伝子に秘められた脳の発達の

　可能性を咲かせるのは、保護者の愛情に満ち

　たやりとりと、地域の保育所や学校を含めた成

　育環境であるとわかってきた。特に乳児期は、

　保護者との密接な相互関係で、体温調節や睡

　眠リズムなどを司る脳幹の働きが調節でき、ま

　た、3歳までに対人関係を作る能力の基礎が作

　られる。

　出産は、赤ちゃんにとっては、心地よい胎内か

　　らものすごく刺激ある世界に押し出される最初

　のトラウマ的ストレスになる。現在アメリカでは、

　このストレスを和らげるために、産室を薄暗く

　　し、医者やスタッフはできるだけ静かに、薬や

　器具を使わず自然な状態で産むことを行って

　いる。そして、生まれた瞬間にへその緒をきら

　ずに、母の胸に抱かせ、赤ちゃんに母の心音

　　と声を聞かせる。

　　これにより、赤ちゃんの視床と、扁桃体に深い

　安堵が刻まれる。さらに母のにおい、母乳の味

　　などが加わり、安心感や安堵感を扁桃体が記

　憶することが、後のトラウマ的ストレスに打ち勝

　つ「弾力性」になる。

　　母はお産の痛みが和らいだところで、泣いてい

　　る赤ちゃんを抱き、すぐ泣き止むことに接して

　　感激といとおしさを経験する。これが、赤ちゃ

　　んの正常な発達に必要な「愛着の絆」の芽生え

　　である。このとき赤ちゃんは、母と他の人の声

　　を聞き分けられ、2日後には顔を見分けること
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ができるようになる。

赤ちゃんの脳幹は、呼吸や睡眠、体温維持な

どの機能を果たしても、調整はまだされていな

い。最初に脳幹が機能して、赤ちゃんは泣い

て空腹、痛み、眠さなどを親に知らせる。親が、

子どもの泣き声を聞き分けて哺乳する、痛い

ところをさする、優しく揺すって寝かす等をす

ることにより、脳幹内の自律神経の機能を調節

し、内臓や、血管の働きを整えていく。中でも、

母親に静かに揺すられる行為は一体感を昧わ

うことができ、安堵感、安心感を深める。これ

が、自分で癒して泣きやむことができる力（自

癒能力）につながる。

生後3カ月頃には、赤ちゃんは母が部屋に入る

と泣きやみ、動きを目で追い、腹這いから頭を

持ち上げる。声を出し、いつも見ている人たち

の顔を見分けることが出来る。また、音がでるも

のに手を伸ばしたり、服を引っ張ったりもする。

生後3カ月から6ヵ月は、赤ちゃんと母との肉体

の絆が、愛着の絆に変わる時期である。胎児

の時に、母の心音や血流を聞き分ける聴覚の

脳神経回路は、生後2カ月頃には消え、かわり

に母の笑顔、話しかけてくる声や抑揚、抱かれ

たり、負ぶさったりして味わう密着感が、愛着

の絆を強める。

生後7カ月から8ヵ月になると、家族とあまり見

かけない人との区別が付くようになり、人見知

りが始まる。これは、自分を守ってくれる人と

愛着の絆が結ばれた証拠である。

特にこの時期は、動物園や遊園地など利用し

て五感を刺激する豊かな経験をさせることが

望ましい。その刺激によって大脳新皮質に詰

まったニューロンが爆発的に増え、神経繊維を

伸ばして多くのシナプス（神経回路）をつくる。

赤ちゃんは、興昧と好奇心を示し、さらに探索

し学習していく。



また、赤ちゃんが言葉にならない「パパババ」

等の音を出すのに対し、母は「そう、この人は、

パーバで私はママ」と意味を添えると、左脳の

側頭葉にある言葉を理解するウェルニッケ野、

言葉を作り、発するブローカー野が育つ。

生後9カ月には、「ハイハイ」をする。右手と左

足、左手と右足それぞれを一対にし、これを

互い違いに動かす繰り返しをして、歩行の基礎

を作る。と同時に、右脳と左脳をつなぐ脳梁

を発達させ、左右の脳の統合を強化する。アメ

リカではハイハイをさせないことが、学習障害

の原因の一つと言われている。

9カ月を過ぎると、つかまり立ちも出来るなど運

動神経の発達が顕著になり、探索の領域が広

がってくる。保護者の「駄目」という意味がわか

るようになるので、親は言葉で意志を伝えてい

くことが大切である。「それちょうだい」等の指

示に従うことが出来たり、「牛はなんて鳴く？」

と言葉遊びを取り入れたり、語彙を豊かに覚

え、話す基礎を作っていく。

1才過ぎると感情を司る大脳辺縁系が発達し、

怒り、恐怖、愛情、嫉妬などを表現出来るよう

になるので、絵本を読みながら様々な、感情

をまねするなどの関わりをもつことで愛着の絆

が深まり、子どもの脳の発達の可能性を高め

る。

（2）1～1歳半

　この時期は、前頭連合野の後部にある運動野

　が発達し、支えなしで歩け、探索の領域がさら

に広がり、自分で試そうとする時期である。保

育者は、安全を確保し、子どもは探究心から自

主的に行動する。技術を習得し、達成感や満

足感を得て自己尊重と自信を深める。この体

験は、大脳辺縁系の視床の機能を強める。

視床は「心の目」といわれ、外的刺激を通すか

通さないかを判断する場所である。

この時期の特徴は、物語やお話を聴きたがり、

同じ本を何回も読むように要求する。これは

子どもが本能的に母国語を習得し、言語を司

る各分野の脳神経回路を強化している。保育

者が飽きずに付き合うことが大切である。

（3）1歳半～2歳

　この時期は、接近と逃避の時期といわれ、知

　らない人や場所に近づき、不安になって親元に

　逃げ帰り安全を確認してまた接近する。親や保

　育者は励まし、見守ることで自信と達成感を深

　める。この探求心や、好奇心を支えることが子

　どもの大脳を発達させる。

　2歳になると、目と手の相応（視覚野と運動野の

　統合）が早くできるようになり言葉も増えてくる。

　アメリカではこの時期に「母は子どもの延長で

　はない」ことを教える。

【例】

〈母〉　　「お母さんはあなたではないのよ。」

　　　　といってから「泣いていてもわから

　　　　ない。ちゃんと教えてc」と伝える。

〈子ども〉理由を説明。

〈母〉　　子どもを抱きしめ「痛かったでしょう」

　　　　と声をかける。

このように子どもの努力に親が応えることが褒

美になり、子どもは自分の気持ちを伝える方法

を学ぶ。（右脳で感じたことを左脳に移して言

葉で伝える）
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（4）2～3歳

　この時期大脳では、脳神経回路が爆発的に連

　結しており、子どもはイライラし情緒的に不安

　定になる。「いやっ！」を覚え、保護者の言うこ

　とを聞かず、むずかる。親は、「この子は私に

　反抗している」と思いがちだが、「脳の発達で

　いらいらしている」と考えて接することが大切

　である。この時期、自分で排泄をコントロール

　し始める。それは脳幹の調節をしているときで

　あり、脳内の緊張も高い。排泄の失敗で「恥ず

　かしい」という感情も発達する。

　日常の生活習慣のルールなど、子どもが家庭

　と社会の規則を学ぶ時期。親、保育者は、「生

　活には習慣としておこなうことがある」「しては

　いけないことと、するべきことがある」ことを教

　える。これは子どもに安心感を与えることになる。

（5）3～5歳

　3歳過ぎると、脳神経回路の発達が緩やかにな

　り、イライラもおさまってくる。

　このころ、父の存在が大切になる。男の子に

　とっては、活発な遊び相手と同時に人生に有

　効な技術を教えてくれる人、女の子には最初

　の憧れの男性、というように父親と今までと異

　なった人間関係を作る。共感を司る前頭葉が

　発達している、ということである。

　一方、3歳までネグレクトされた子どもの脳は、

　アルツハイマーの高齢者の脳のように小さく、

　正常な子どもの脳の6割ほどの大きさでしわも

　少ない。3歳までの生育環境は、とても大切な

　のである。

また、子どもの脳はこの時期から個人差がで

き、性格的な違いが見えてくる。悪いところを

直そうとするのではなく、よいところを伸ばす

ことで脳は飛躍的に発育する。

3～4歳のころに、大脳辺縁系のなかでも、長期

の記憶を作る海馬が育つ。

このころの記憶はまず海馬で作られ（記銘とい

う）大脳の側頭葉にばらばらに保持されている。

それを思い出したいときに前頭葉が1つにまと

める。しかし、海馬の記銘の段階で出来事を

受け入れるように適当に処理されており、思い

出す記憶はあまり正確ではない。4歳になると

方向の確認や皮膚感覚を感じる頭頂葉の機能

と、四肢の運動筋肉が発育し、繊細な運動神

経が発達する。多くの子どもは、このころに幼

稚園などに行き始め、親以外の大人との接触

や、同年代の友人との遊びで成長する。ごっこ

遊びをして、社会のルールを学び、自分たちで

遊びの工夫をして、創造力や空想力が育つ。

子ども同士で遊べば遊ぷほど大脳全体、特に

前頭葉が育つ。また、けんかで問題解決法を

学ぶ。

5歳のころには多くの人と交わり、前頭葉のな

かでも共感や同情心を司る部分が発達する。

そして、人を喜ばせようとしたり、してはいけな

い行動を制御したりする能力が育つ。倫理感

の芽生えであり、その源は親や保育者との愛

着の絆である。

さらにこの時期、性のアイデンティティーが顕著

になる。

（6）6～12歳

　6歳までに、大脳新皮質には大人の2倍もの

　1，000兆の連結部ができ、大人の脳の90％～

　95％の大きさになる。

　この時期は、言語を習う回路が多くできてお
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り、外国語を習うのに適している。小学校に入

り規則的な学習を始めると新しい回路が加わ

り使用する連結は強まるe

また、使わない回路、特に言語を習う回路は

消えていく。これを醇定という。脳神経回路は

12～14歳に勇定されていき、大人と同じ500兆

ぐらいになる。

（7）12～16歳

　思春期は、「第2の脳の形成期』といわれる。

　脳の爆発的な発達によるイライラから、情緒不

　安定な様子や大人に反抗的な態度が現れる。

　子どものわがままやしつけの失敗だと捉えられ

　やすいが、そうではなく、必要な発達過程の症

　状である。

　16歳くらいまでに大きく発達するのが、体感感

　覚を司る頭頂葉と前頭連合野の運動野であ

　る。したがって、中学高校時代はスポーツを始

　める最適な時期である。頭項葉は訓練を重ね

　ることで、前頭葉を通さずに見聞きした情報を

　すばやく統合して、身体の運動筋肉にすばやく

　命令することができる。

　運動や動作を、さらに繊細にして記憶し、体の

　バランスを司るのが小脳であるt

〔8）16～22歳

　思春期にもっとも発達するのが、脳の司令塔で

　ある前頭葉である。

　ここは、過去の記憶と新しい経験を比較し、

　考え、判断、決断、実行、命令する。因果関係

　がわかり、長期計画を立て感情を抑え行動を

　コントロールできるのは前頭葉が十分発達して

　大人の脳になってからである。

　16歳までに前頭葉に脳神経回路が連結し、そ

　の後20代はじめまで脳神経回路は勇定される。

　大人の前頭葉の厚みになるのは、女性で20歳、

　男性で22歳頃である。（したがって、児童福祉

　施設では22歳までケアをすることが望ましい。）

　また、右脳と左脳を連結する脳梁という神経

　線維の束も発達する。脳梁が太いほど、右脳

　と左脳が同時に機能できる（統合する）ように

　なる。女性のほうが脳梁は多く、感情と理性の

　統合が優れているといわれる。

　大脳、特に前頭葉が爆発的に発達している高

　校生にとって、睡眠は重要である。アメリカでは

　高校生に9時間半は眠るように忠告している。

　この時期の子どもたちとの付き合いは、よき相

　談相手となることである。問題解決の選択肢

　を提供するコンサルタントとして、自分の行動

　を子ども自身に選ばせ、その結果起こることへ

　の責任をとるよう経験させる。

　反抗することで親から精神的に分離するため、

　親や保護・者は対抗できる規則や考え方をしっ

　かり持つことが×切である。

「気になる子理解できる　ケアできる」より抜粋

著者ヘネシー・澄子　2006年8月学習研究社
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U．S．A．

これまで述べてきたように、赤ちゃんと母親の絆

によって促される脳神経回路の発達は重要であ

る。ただ衣食住を満たしてあげる親がいればよい

のではなく、その情緒的な関わりが欠かせない。

研修中のワークショップでは、その著しい脳神

経回路の発達の過程を、毛糸を使った演習に

よって理解した，視覚化することで、赤ちゃんを

取り巻く環境が、いかに脳の発達に違いをもた

らすかが、容易に見えてくる。

7人が、赤ちゃんの聴覚、味覚、触感・体感、視

覚、嗅覚、言語、情緒感覚、という脳神経をひと

つずつ代表し、刺激を受けた脳神経から同じよ

うに反応している脳神経へ毛糸を渡し合い、脳

神経回路のつながる様子を観察した。赤ちゃん

の一一Hを追いながらの演習である」

3．1情緒的な対応をする親に育てられる赤ちゃんAの脳神経回路の発達

　このケースの赤ちゃんは分別のある情緒的に成熟した母親のもとに生まれた，父親も1士事から帰ると子育

　てを手伝う，母親は赤ちゃんが泣くとすぐにそばに行って何が必要かを悟り、オムツを替えたり、授乳をし

　たり、赤ちゃんに注意を向けていつも話しかけ、あやしてあげたりして刺激している。家庭環境は平安で、

　幸福、愛情に満ちている。

r・一・一・一・一・一・一・一・一・一・赤ちゃんAの一日　・一・一・一・一・一一・一・一・一・、

i毛糸の玉を「情緒感覚」に渡して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

i「この赤ちゃんはお母さんと情緒的な連結」がもう出来ているので、情緒の脳神経から回路作りをはじ　l

iめます．（毛糸の玉を少しほぐし、「情緒感覚」に糸の端をしっかり握っているように指示する）」　　　　i

i聴衆に向かって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

ir赤ちゃんが泣きました．お母さんはすぐに行って抱き上げ、抱きしめています．」　　　　　　　　　i

i（お母さんを見るので「視覚」が刺激され、抱き上げられた「触感」母の匂いで「嗅覚」などの脳神経が刺i

i激されるので、各感覚の担当者間が糸で繋がる．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i「お母さんは赤ち・んにesしかぱカ｛ら瀞かに上下に揺す・てなだめてVまt・J　　　i

！「さあ樋びの醐蝕お母さんは赤ち。んべ。ドのヒにモビルをつるしてあct“ました」〔視覚）　1

！「それからrガ，ガ。賠のする玩具）赫ち。んの手にもたせて、話しかけながら＿緒に遊んであげて1

！います．」　　　　　　　　　　　　　　　　！
！（糎、視覚聴覚言語、玩貼。に入れると味覚や匂い、鍋さんとの遊びで情緒も撒される．）　1

1「室内の遊びから、今度は公園でのお散歩です。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

i（蝿の様々な匂い息音融れるものなどで、こ旭の脳細胞が轍さ才、る）　　　　1
L．＿．＿．＿．＿，＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．」
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味覚1

視覚

聴覚

曄感・体感覚

嗅覚

演習の様子
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